
０４５-３４１-１２６１（席数５００席） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤田まこと 桂歌丸 三遊亭円楽 柳亭小痴楽 芦川いづみ 木の実ナナ
加藤茶 荒井注 高木ブー 田中邦衛 左とん平 小松政夫 内田朝雄 

森進一 花沢徳衛 ミヤコ蝶々/監督:中平康 脚本:才賀明 音楽:山本直純
 

 

 

後援：横浜市教育委員会/協力：横浜橋通商店街 

[入場料]前売：１,０００円※ 当日：１,３００円 障がい者：１,０００円 介助者１名無料 
※前売料金(１,０００円)を２月２８日（木）迄に下記の口座へご入金すれば、当日受付にて渡します。 
ゆうちよ銀行総合口座  記号 10200 番号 22932931 加入者名 ヨコハマキネマクラブ  

[主催・問合せ] ０８０－８１１８－８５０２（10時～18時）横浜キネマ倶楽部 
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店０４５-２６１-１２３１/高橋書店（元町）０４５-６６４-７３７１ 

いづみ書房０４５-２４１-１１０４/シネマジャック＆ベティ（黄金町）０４５-２４３-９８００ 

横浜シネマリン０４５-３４１-３１８０/チケットぴあ チケットポート横浜店０３-５５６１-７７１４ 

【チケットぴあ】（Ｐコード：５５９-２０１）  

（C）日活 

【最寄駅】 

市営地下鉄「阪東橋」駅 
徒歩約８分 

京浜急行「黄金町」駅 
徒歩約１４分 

 



 

 

【公開当時のポスター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草原の

ナンサ/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤い風船・白

い馬/三本木農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉をたたく人/縞模

様のパジャマの少年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽音と地球の回転/デ

ザートフラワー/ハーモニー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/旅芸人の記録/トガニ/月

世界旅行・メリエスの素晴らしき映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よみがえりのレシピ/きっと、うまく

いく/日本の悲劇/ペコロスの母に会いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救いたい/野のなななのか/ぼくたちの

家族/NO（ノー）/春よこい/野火/手のひらを太陽に/袴田巖  夢の間の世の中/父を探して/お盆の弟/祖谷物語－おく

のひと－/東京ウィンドオーケストラ/ふるさと/どっこい! 人間節  寿・自由労働者の街/孤獨の人
 

 
 

 

【解説】 

昭和３７年からＴＶ放送された大ヒット時代劇シリーズ『てなもんや三度笠』で、

全国的な関西コメディアンとして人気を集めた藤田まことが、日活に初主演した

作品。脇を固めるコメディアンとして、落語界から桂歌丸、三遊亭円楽、柳亭小

痴楽、ザ・ドリフターズから加藤茶、荒井注、高木ブー。他に、左とん平、ロベル

ト・バルボン（元阪急ブレーブス）、ミヤコ蝶々といった陣容。藤田まことが惚れ

ぬくマドンナに芦川いづみが扮している。 

【桂 歌丸】（かつら うたまる） 

１９３６年、横浜市生まれ。１９５１年、五代目古今亭今輔に入門。のち四代目桂米丸門下に移り、１９６８年に真打昇進。『笑点』（日本テレビ系）には

１９６６年のスタート時から出演。番組五〇周年を機に卒業し、終身名誉司会者となる。２００５年に芸術選奨文部科学大臣賞、２００７年に旭日小綬

章、２０１６年に文部科学大臣表彰。落語芸術協会会長、横浜にぎわい座館長（二代目）などを務めた。２０１８年７月２日逝去。享年８１歳。 

（C）日活 

【物語】 

ベトナム戦線の砲撃が止んで四十八時間停戦を迎えたある日、フンドシを頭上

にかかげた一人の男が米軍陣地へ駆けこんできた。いままで終戦を知らず、満

州の奥地をさまよっていたという男の名は大野馬六（藤田まこと）。米軍に歓待

されたあと、日本人工作隊員の丸太小屋へ案内されると、丁半博打の真最中。

博打好きの馬六は早速手を出すと、これがツキにツキまくり、大工の吉三（花沢

徳衛）をも打ち負かしてしまった。吉三は博打のカタに娘の友子（木の実ナナ）

を馬六の嫁にくれてやると言い出すが、戦闘服に身を包み、鉄砲をかまえた勇

ましい姿の友子を一目みた途端、馬六は逃げ出してしまった。停戦が終わり、

再び戦闘が始まると、馬六はドサクサにまぎれて輸送船に乗りこみ、こっそり日

本へ向った。淡路島で待っている恋人・秋代（芦川いづみ）のことをひたすら祈

りながら。瀬戸内海 淡路島。馬六は上機嫌で故郷の土を踏んだが、やがてフ

イアンセだったはずの秋代が、この島一の醸造元 島野健一（三遊亭円楽）と結

婚していると聞いてビックリ仰天。母（ミヤコ蝶々）が止めるのも聞かず、秋代の

もとへ走り出していくが…。 

【横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部】 
住   所：〒231-0062 横浜市中区桜木町1-1-56  横浜市市民活動支援センター  No.85横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080－8118－8502（10時～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス http://ykc.jimdo.com/ 


